
交通手段における補足資料

自家用有償旅客運送・行こう Car

1. 自家用有償旅客運送とは

バスやタクシーのみでは十分な移動サービスが提供されない過疎地域等において、住民等の日

常生活における移動手段を確保するため、国土交通大臣の登録を受けた市町村、NPO 等が自家用

車を用いて有償で運送する仕組みのことで、大きく２つに分類されます。地域公共交通会議等で

地域における関係者間での協議を経て、道路運送法に基づく登録を行うことで運行することが可

能となります。

2. 事業者の協力による制度の創設（事業者協力型 自家用有償旅客運送）

道路運送法の改正により、令和２年 11 月より運行管理や車両の整備管理において、バス・タク

シー事業者が協力する「事業者協力型自家用有償旅客運送制度」が創設されています。これによ

り、両者にメリットのある着地点を提案し、合意形成が容易になりました。

【役割分担】

〇バス・タクシー：ノウハウを活用し、運行管理等を担う

〇市町村等 ：自家用有償の運行主体を担う

図 制度のイメージ

項目 概要

交通空白地有償運送 市町村やＮＰＯ法人等が、交通空白地において、当該地域の住民、観

光旅客その他の当該地域を来訪する者の運送を行うもの

福祉有償運送 市町村やＮＰＯ法人等が、単独で公共交通機関を利用できない身体障

害者等を対象に、原則、ドア・ツー・ドアの個別輸送を行うもの
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表 将来の各公共交通機関における役割（案）

※利用者数については 2022（令和４）年度実績（路線バス、ひまわりバスの利用者数についても

同様）

機能 役割 主な交通手段 該当路線

幹線

ネットワークの基軸であり、熊取

町と大阪市等の主要な都市圏を結

び、広域的な移動を支える

・鉄道

【利用者数：3,488,000 人】※

（JR 西日本）

・JR 阪和線（熊取駅）

ネットワークの基軸であり、熊取

町内の居住地域と隣接する市町を

結び、通勤・通学での移動等、広

域的な移動を支える

・路線バス

【利用者数：596,000 人】

（南海ウイングバス株式会社）

・南海熊取ニュータウン線

・熊取山手線

・府営熊取団地線

（和歌山バス那賀株式会社）

・粉河熊取線

支線

主に中心市街地と居住地域を結

び、住民の移動を支える

・ひまわりバス

【利用者数：84,633 人】

・つばさが丘方面循環コース

・七山方面循環コース

・青葉台方面循環コース

・自然公園方面循環コース

ドアツードアなどの個別の需要に

対して、細やかな対応によって住

民の移動を支える

・タクシー

（大阪第一交通株式会社、新泉陽タクシー株式会社、

新大阪タクシー株式会社等）

その他

少量の移動ニーズや特定の目的に

対応し、日常生活を支える

・新たな公共交通

（例：デマンド型乗合タクシー、自家用有償旅客運送等）

・福祉交通（福祉有償運送、行こう Car 等）

・スクールバス、企業バス 等
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